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Abstract

ＴｈｅｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎｗａｓｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｏｎｂｏａｒｄｔｈｅＮａｎｓｅｉ－ｍａｒｕ，ＦａｃｕｌｔｙｏｆＦｉｓｈｅｒｉｅｓＫａｇｏ－

ｓｈｉｍａuniversity，ｉｎｔｈｅｎｏｒｔｈｅａｓｔｅｒｎａｒｅａｏｆｔｈｅＫａｇｏｓｈｉｍａＢａｙｉｎａｕｇｕｓｔ，１９７３．
Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎｗａｓｓｕｍｍａｒｉｚｅｄａｓｆｏｌｌｏｗ：

（１）Deepscatteringlayer（DST割）ｗａｓｄｅｔｅｃｔｅｄｂｙ２００ＫＨｚＦｉｓｈ－ｆｍｄｅｒａｎｄｉｔｗａｓ

ｃｏｎｓｉｓｔｏｆ３１ａｙｅｒｓ．

（２）Theselayerschangedtheirdepthdiurnally，andverticalmovementofthe31ayeｒｓ

ｏｆＤＳＬｖａｒｉｅｄｉｎｒｅｓｐｏｎｓｅｔｏｔｈｅｓｕｂｍａｒｉｎｅｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ．

（３）ThevelocityofdescendingorascenｄｉｎｇｍｏｖｅｍｅｎｔｏｆＤＳＬａｔｔｈｅｓｕｎｒｉｓｅｏｒ
ｓｕｎｓｅｔｗａｓｒｅｃｏｒｄｅｄａｓｆａｓｔａｓｌ～２ｍ/ｍｉｎ．

１．まえがき

魚群探知機によるＤＳＬの探知は，橋本・西村')による東支那海，鈴木。伊藤2)による北西部太

平洋等，大洋におけるＤＳＬ記録探知は多くの発表がある．又ＤＳＬと漁業の関係3)についての研

究等もなされている．しかし湾内におけるＤＳＬ探知及びＤＳＬと漁獲との関係等についての研究

報告4)は数少ない．そこで筆者は，鹿児島湾におけるＤＳＬ探知の報告がなされていないため，魚

群探知機によりＤＳＬ記録が得られるかどうか，又漁業及び沿岸水汚染とＤＳＬ記録との関係等を

調査する第１段階として，今回は，200ＫＨｚ魚群探知機によるＤＳＬ探知を目的として観測を行な

った．その結果，鹿児島湾内においてＤＳＬ記録が得られ，その日周期変化について２～３の知見

を得たので報告する．

２．実験方法

2.1．使用機器

1．ＮＪＡ－１７２Ｂ魚群探知機日本無線株式会社製

周波数……200ＫＨｚ記録紙……乾式

2．Ｂａｔｈｙｔｈｅｒｍｏｇｒａｐｈ

Ｔ・Ｓ－Ｗ＆ＴＢ.Ｔ、ＤｅｐｔｈＯ～270,

3．水中照度計東芝照度計９号形

譲鹿児島大学水産学部漁船航海学教室（LaboratoryofNavigation，FacultyofFisheries，Kagoshima
Uuiversity）
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空中照度計東芝光電池照度計SPl-5形

４．発電機ＨＯＮＤＡＥ３００

１２Ｖバッテリー

５．減衰器３５５Ｃ，355ＤＶＨＦＡＴＴＥＮＵＡＴＯＲ（ＨＥＷＬＥＴＴ･ＰＡＣＫＡＲＤ）

０．５ＷＡＴＴ５０ＱＤＣ－１､０００ＭＨｚ

２．２．方法

1973年８月22日，２３日にＦｉｇ．１に示す鹿児島大学実習船‘､南星丸”に２．１に示した機器を装,備

し，Fig.２に示す測点（31.-39'､25Ｎ，130.-46.'25E）（水深203ｍ）に錨泊した．魚群探知機の送

受波器はＦｉｇ３－Ｂに示すように，南星丸左舷中央付近に垂直に，かつ水面下１．３ｍに固定した．

なおマージン・テスト5）を実施できるように，Fig.２－Ａに示すように魚群探知機より端子を取り

出し，それに減衰器３５５Ｃ及び355ＤＶＨＦＡＴＴＥＮＵＡＴＯＲを直列に接続させた．又測点にお

ける水中の垂直温度変化はBathythermographにより得，水面照度及び水中照度（水深２０ｍ）

は照度計により連続観測を行なった．

….了;認霞i疏羅一

Ｆｉｇ．１．ＰｈｏｔｏｇｒａｐｈｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅＮａｎｓｅｉ－ｍａｍ．

３．結果

魚群探知機は終日連続作動させた．その記録の時間を短縮させた例がFig.４である．

表面の空中照度測定結果をFig.５に，水深２０ｍの水中照度測定結果Ｆｉｇ６にまとめた．

水温はＢＴ、により測定（定点）における垂直水温を測定し，その水温分布を測定時刻別に

Ｆｉｇ．７にまとめた．

４．考察

ＤＳＬの成因は，プランクトン等生物の密集した層からの反射，又水中の温度あるいは塩分躍層に

よる反射であることはすでに多くの報告がなされている112)3)ｲ)6)．前者はプランクトン等生物群の日

周期垂直移動によりＤＳＬの日周期変化として記録され，後者はその日周期変動が少ないことから

DSLの日周期変化はほとんど記録されない．

Ｆｉｇ．８には測点における200ＫＨｚ魚群探知機の記録紙に記録されたＤＳＬの日周期垂直変化

を模式化して表わしたものである．ＤＳＬは３層記録され，昼間最も深い位置にある第１層は水深

150ｍ以深に，第２層は水深約１３０ｍ付近に，最も浅い第３層は水深約120ｍ付近にその中心が
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松野：200ＫＨｚ魚群探知機による鹿児島湾における，.Ｓ､Ｌ、の記録について ７

第１層のＤＳＬは月出時付近から徐々に沈降を開始する傾向が承られた．第２層は日出時約１時

間半前，空が白み始めた頃に沈降開始がみられ，第３層は日出時頃沈降開始がみられた．これら各

３層の沈降開始時機が異なることから当然各層の生物構成が異なるものと推定される．そして下

降，上昇速度はその開始又は終了頃が最も速く約１～２ｍ/ｍin・であった．

これら日周期垂直変化の起因を水中照度変化及び垂直水温変化との関係において考察を行なっ

た．空中及び水中照度の測定期間中は晴ときどき曇であったが，昼間はほとんど太陽が出現し，夜

間は月令２４の月が出現した．風力は０～１で，海面はｖｅｒｙｓｍｏｏｔｈｓｅａの状態でありこの海域

の透明度は１１ｍであった．水面及び水深２０ｍの照度測定結果より，消衰係数を求め，それより

深い水深についての照度を推定したのがＦｉｇ．８である7)．ＢＴ・による垂直水温分布を見れば全観

測とも水深８０ｍ付近に温度躍層があることがわかる水温変化曲線も全てほぼ同じであり，表面

水温を除いて１日の水温変化はほとんどないと考えてもよい．Fig.８から，鹿児島湾におけるＤＳＬ

は水中照度ほぼ10-2～10-‘ｌＵＸの等照度面にあり，水中照度の変化に追従して垂直移動を行なって

いることが推察される．これは鈴木2）が北西部太平洋水域において測定したＤＳＬの第２層とほと

んど同じ傾向にある．鈴木の調査によれば，その主たる構成生物はCalanuscristatus，Calanus

plumchrus，Sagittaであり榛脚類が約６０％を占めている．よって榛脚類は上記水中照度内に棲

息するものと仮定すれば，鹿児島湾内で記録されたＤＳＬの構成生物も榛脚類が主たる生物と推察

される．藤井。税所8)によれば鹿児島湾において33属102種の榛脚類が出現し，９月にはTemora

turbinateとそのコペポダイドが榛脚類群集の中で最も優先したと述べている．よって記録された

３層のＤＳＬの構成生物はTemoraturbinateを中心とする３種類以上の榛脚類によって構成さ

れているものと推察される．

Ｆｉｇ．７に示すＢＴ・観測による垂直水温変化は，１日の時間変化に対する変化が少なく，水温

の変化がＤＳＬの日周期変化に影響を与えていると推察するのは困難があるように思える．しかし

前記したＤＳＬ記録のやや濃い群の底部は温度躍層よりやや水深浅く，水温は約20.Ｃであること

から，温度躍層及び水温がＤＳＬの日周期変動に影響を及ぼさないとも断言できない．この点につ

いては今後の研究に待ちたい．

５．結論

以上考察の結果，結論として次のことが言える．

（１）鹿児島湾内において，200ＫＨｚ魚群探知機により，３層のＤＳＬの記録を得た．

（２）これら３層のＤＳＬは日周期垂直変化を行なっている．この原因は水中照度の変化が最も大

きな要因であると推定される．そして３層のＤＳＬは水中照度約10-2～10-41ｕｘの等照度面にあっ

た．しかしこの現象と水温変化との関係は見い出すことができなかった．

（３）垂直移動速度は沈降開始時，あるいは上昇終了時付近が最も大きく約１～２ｍ/ｍin・であ

った．

（４）昼間，第１層ＤＳＬは水深150ｍ以深に，第２層ＤＳＬは水深約130ｍ付近に，第３層

DSLは水深約１２０ｍ付近にあり，その垂直巾は５～８ｍであった．

本研究は鹿児島大学援助会の補助金を得て行ない得たものであり，今後さらに本研究を継続して

行なう予定である．終りに実験に協力いただいた南星丸乗組員諸氏に感謝の意を表します．
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